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紀伊半島～愛知県における歪・傾斜・地下水観測結果（2016年 9月～2016年 11月） 
 

産業技術総合研究所 

 

産業技術総合研究所（産総研）の紀伊半島～愛知県の 11観測点（図 1）における 2016年 9月 1日
から 2016年 11月 24日までの歪・傾斜・地下水および気象観測結果を図 2-21に示す。また，産総研
がエンベロープ相関法を用いて決定した深部低周波微動の震源時空間分布と個数を図 22-23に示す。 

 

2016年 10月 16日から 20日頃と 24日頃に愛知県で微動活動が観測された（図 24）。図 25は微動
活動周辺の産総研・気象庁・防災科研の観測点における歪・傾斜・地下水の観測結果である。これら
の結果は BAYTAP-G により気圧応答成分，潮汐成分およびホワイトノイズ成分を取り除き，2016 年
10月 1日から 15日のデータを用いて 1次トレンドを除去したものである。 

図 26, 27は順に図 25[A], [B]の変化を説明する短期的 SSEの推定結果（順に Mw 5.8, 5.4）である。
今回の活動域付近における最近の短期的 SSEの活動は，2016年 1月 3日から 9日（順に Mw 5.6, 5.7, 

5.4；図 26, 27の灰色矩形 1-3），および 2016年 7月 27日から 8月 6日（順に Mw 6.0, 5.8；同 4, 5）で
ある。 
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図1 紀伊半島～愛知県における地下水等総合観測施設の分布図（●・■・▲）。●はデ
ジタル方式の石井式歪計・傾斜計を併設している観測点，■はGladwin式歪計・ミツ
トヨ式傾斜計を併設している観測点，▲はアナログ方式の石井式歪計を併設してい
る観測点を示す。
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表1　産総研観測点の名称

とよたかんどの
にしおぜんみょう
とよはしため

つあのう
まつさかいいたか
きほくみやま
くまのいそざき
たなべほんぐう
くしもとつが

いわでひがしさかもと

豊田神殿
西尾善明
豊橋多米
愛荘香之庄
津安濃
松阪飯高
紀北海山
熊野磯崎
田辺本宮
串本津荷
岩出東坂本

3文字コード
TYS

NSZ

TYE

HTS

ANO

ITA

MYM

ICU

HGM

KST

NGR

名称 ふりがな

滋賀県愛知郡愛荘町
三重県津市
三重県松阪市

三重県北牟婁郡紀北町
三重県熊野市
和歌山県田辺市

和歌山県東牟婁郡串本町
和歌山県岩出市
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図22 （上段）愛知県およびその周辺における深部低周波微動の時空間分布，（下段）各
領域における発生頻度（日値）。
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図23 （上段）紀伊半島における深部低周波微動の時空間分布，（下段）各領域における
発生頻度（日値）。
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図24 2016/10/1 0:00-10/28 0:00の東海地方における深部低周波微動の時空間分布図。
エンベロープ相関法により決定。

（観測点名） TYS: 豊田神殿， NSZ: 西尾善明， ANO: 津安濃， ITA: 松阪飯高
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図25 東海地方における歪・傾斜観測結果
 (2016/10/1 0:00 - 10/28 0:00 (JST))
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[A] 2016/10/16-20
(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 気象庁の観測点
○ 防災科研の観測点
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図26 2016/10/16-20の歪・傾斜変化（図25[A]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた 20x20 km（大きさ固定）の矩形断層面に対して，おのおのの
断層面で最適なすべり量を選んだときの残差の総和をその断層面の位置に示した分布図。赤色矩形が
残差の総和が最小となる断層面。

(b1) (a)の断層面付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。矢印は傾
斜の観測値と計算値の比較。灰色矩形は最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面。

1: 2016/1/3-4 (Mw 5.6),  2: 2016/1/5-6 (Mw 5.7),  3: 2016/1/7-9 (Mw 5.4),  
4: 2016/7/27-31 (Mw 6.0),  5: 2016/8/1-6 (Mw 5.8)

(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
(b3) 体積歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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[B] 2016/10/24
(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 気象庁の観測点
○ 防災科研の観測点
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図27 2016/10/24の歪・傾斜変化（図25[B]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた 20x20 km（大きさ固定）の矩形断層面に対して，おのおのの
断層面で最適なすべり量を選んだときの残差の総和をその断層面の位置に示した分布図。赤色矩形が
残差の総和が最小となる断層面。

(b1) (a)の断層面付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。矢印は傾
斜の観測値と計算値の比較。灰色矩形は最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面。

1: 2016/1/3-4 (Mw 5.6),  2: 2016/1/5-6 (Mw 5.7),  3: 2016/1/7-9 (Mw 5.4),  
4: 2016/7/27-31 (Mw 6.0),  5: 2016/8/1-6 (Mw 5.8),  
A: 2016/10/16-20 (Mw 5.8)

(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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